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●オギョウ（母子草） 
はは  こ  ぐさ 

・御行　・五形　・母子草 

・ほうこ草　・鼠麹草 

　どこでも見られるキク科の野草です。「芹なづな、御
行はくべら、仏の座、すずなすずしろ、これぞ七草」と
詠われる春の七草の一つです。正月七日の七草粥の中に
入れる野草で、花は春になって茎頂に黄色の頭花をつけ
ます。七草粥の風習は平安時代に中国から伝えられたよ
うですが緑の乏しい寒中に食べ、邪気を払い縁起を祝い
健康を祈る大切な行事でした。現在は草餅にヨモギを使
いますが、昔はこの御行（母子草）を使いました。 
　俳句では御行といえば新年の季語、母子草は春の季語
になっているようです。 
『ふみ外す畦なつかしき御行かな』　一透 
『老いて尚なつかしき名の母子草』　虚子 

●新年の歓びを歌う 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 
●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 
●ｉモード用ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp/i 
●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 
●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,298 （＋ 6 ） 

女…………12,981 （－20） 

総数………25,279 （－14） 

世帯数……・・8,930 （－20） 

　　　　　　12月1日現在 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載した写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線24882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

せり お 

ぎょう ほとけ 

ななくさがゆ 

えん　ぎ 

くさもち 

お　ぎょう 

なほ 

とぼ じゃ き 

　今月の表紙の写真は12月1日に文化会館セレスホールで
開催されました、うえだ広域「第九」特別演奏会から「歓
喜の歌」の合唱風景です。この日のために結成された合唱
団約170名の方々が、この日セレスホールに集まった超満
員の観客を前にすばらしい歌声と演奏を披露しました。詳
しくは8～9ページ「町の話題」をご覧ください。 
　さて、今年は未年。「群」という字の中にも入っていますが、ひつじは群れをつくるのが好きな動物です。
また、性格も一般的には温和だとか。今年がひつじの毛のようにあたたかなよい年になるといいですね。 

撮影場所：中丸子 
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職員を前にあいさつする堀内町長 

▼堀内町政第3期スタート 

　
11
月
17
日
に
行
わ
れ
た
丸
子
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
現
職
の
堀
内
憲
明
氏
が

当
選
し
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
12
月
２
日
に
初
登
庁
し
、

町
政
第
３
期
目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
役
場
前
駐
車
場

に
町
民
が
集
ま
り
、
ま
た
玄
関
前
で
は

役
場
職
員
が
拍
手
で
堀
内
町
長
を
出
迎

え
ま
し
た
。
３
期
目
の
初
登
庁
に
あ
た
り
、

堀
内
町
長
は
「
よ
り
開
か
れ
た
住
民
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
歩
く
町
政
を
め
ざ

し
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話
し
、
第
３

期
目
の
町
政
の
ス
タ
ー
ト
に
意
欲
を
見

せ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
役
場
４
階
講
堂
で
役
場
職

員
に
対
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
「
役
場
は
最

大
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
す
。
自
分
の
仕

事
に
関
係
す
る
情
報
の
公
開
を
積
極
的

に
行
っ
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
大
切
。
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
す
べ
て
の
事
業
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
が
、
自
分
の
職
場
に

目
を
配
り
、
精
査
を
し
な
が
ら
後
期
基

本
計
画
、
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
っ
し
ょ

に
よ
い
町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
職
員
に
対
し
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

   

　
丸
子
町
は
平
成
８
年
に
策
定
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
・
町
民
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り

ま
す
丸
子
町
振
興
計
画
（
基
本
構
想
）
に

基
づ
き
町
政
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

14
年
度
か
ら
後
期
基
本
計
画
（
５
ヵ
年
）

の
実
施
に
入
っ
て
い
ま
す
。
合
併
を
に
ら

ん
だ
新
市
構
想
と
の
絡
み
も
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
後
期
基
本
計
画
に
沿
っ
て
必
要
と

さ
れ
る
事
務
・
事
業
を
精
査
し
、
一
つ
ひ

と
つ
確
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ

り
よ
い
丸
子
町
の
実
現
を
図
り
ま
す
。
景

気
低
迷
の
深
刻
な
経
済
状
況
下
に
お
い
て
、

税
収
の
不
足
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
・

交
付
金
の
削
減
な
ど
歳
入
減
少
に
よ
る
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
住
民

の
皆
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
事
業
の
見

直
し
も
図
り
つ
つ
、
な
お
一
層
の
行
政
改

革
を
進
め
、
福
祉
・
環
境
・
教
育
等
生
活

重
視
の
予
算
編
成
に
な
る
見
通
し
で
す
。

主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
は
次
の
よ
う
な

事
業
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
15
年
度
完
成
を

め
ざ
す
大
石
橋
の
架
替
事
業
、
依
田
内
村

線
道
路
整
備
事
業
、
下
水
道
整
備
の
継
続
、

新
規
事
業
と
し
て
農
産
物
直
売
加
工
施
設

整
備
事
業
、
西
内
小
学
校
お
よ
び
丸
子
北

中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
、
新
図
書
館
建

設
事
業
等
が
あ
り
ま
す
が
、
厳
選
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
商
店
街
の
活
性
化
、
温
泉

地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
事
業
、
信
州
国
際
音

楽
村
周
辺
整
備
、
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
・
神
の

倉
団
地
・
散
在
す
る
遊
休
農
地
の
利
活
用

等
特
色
あ
る
地
域
開
発
へ
の
課
題
は
山
積

み
し
て
い
ま
す
。
公
共
事
業
激
減
の
厳
し

い
財
政
事
情
が
示
さ
れ
る
中
で
、
斬
新
な

発
想
と
綿
密
な
計
画
に
よ
る
事
業
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
町
政
の
推
進
、
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
公
開
、
住
民
参

加
を
積
極
的
に
進
め
、
開
か
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
と
り
一
人
が
町
民
と
し
て
誇
り
を
も
ち
、

住
ん
で
い
る
こ
と
の
喜
び
が
実
感
で
き
る

ふ
る
さ
と
丸
子
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

本
年
も
丸
子
町
お
よ
び
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
ま
す
。 

 

日
々
是
好
日
　
丸
子
町
長
　
堀
内
憲
明 

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま

す
。
私
、
平
成
14
年
11
月
17
日
に
投
票
が

行
わ
れ
ま
し
た
丸
子
町
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
町
民
皆
さ
ま
の
ご
審
判
を
い
た
だ
き
、

三
度
町
政
の
舵
取
り
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
。
丸
子
町
に
取
り
ま
し
て
も
た
い
へ
ん

重
要
な
時
期
に
あ
た
り
、
気
を
引
き
締
め

て
全
力
で
頑
張
る
所
存
で
す
の
で
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
丸
子
町
制

90
周
年
と
い
う
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
記

念
式
典
を
は
じ
め
各
種
記
念
行
事
や
事
業

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
皆
さ

ま
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

盛
大
で
意
義
の
あ
る
事
業
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
丸
子
町
の

長
い
発
展
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

ら
、
同
時
に
ま
た
明
日
の
地
域
社
会

を
切
り
開
く
た
め
、
知
恵
と
勇
気
を

奮
い
起
こ
し
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
構
造
改

革
の
下
に
地
方
分
権
社
会
の
構
築
を

め
ざ
す
市
町
村
合
併
の
気
運
は
急
速

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
12
月
24

日
、
丸
子
町
・
上
田
市
・
真
田
町
・
武
石

村
の
４
市
町
村
で
任
意
合
併
協
議
会
を
設

立
い
た
し
ま
し
た
。
任
意
合
併
協
議
会
は
、

合
併
の
方
向
に
共
通
の
認
識
と
志
を
も
つ

複
数
の
自
治
体
が
合
併
の
可
能
性
を
追
及

し
て
本
格
的
な
話
し
合
い
を
す
る
テ
ー
ブ

ル
で
す
。
話
し
合
い
を
し
、
合
併
の
成
否

も
含
め
地
域
住
民
の
皆
様
が
理
解
を
深
め

合
併
の
姿
や
内
容
に
つ
い
て
ご
判
断
を
い

た
だ
く
材
料
・
資
料
を
提
供
す
る
場
で
す
。

長
い
期
間
を
か
け
積
み
重
ね
な
じ
ん
で
き

た
町
の
仕
組
み
や
生
活
の
秩

序
を
変
え
て
い
く
こ
と
に
は

寂
し
さ
や
不
安
は
否
め
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
合
併
は
ま
ち

づ
く
り
の
絶
好
の
機
会
と
も

い
わ
れ
ま
す
。
人
口
減
少
と

少
子
高
齢
化
、
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
っ
て
、
座
し
て

衰
退
す
る
茨
の
道
を
選
ぶ
の

で
は
な
く
、
行
政
改
革
を
進

め
、
自
治
機
能
、
自
治
能
力

を
高
め
、
よ
り
自
立
し
た
自

治
体
の
形
成
を
は
か
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
地
域
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
を
得
ら

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
次
代

に
受
け
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る

明
日
の
ふ
る
さ
と
丸
子
を
町

民
皆
さ
ま
と
と
も
に
築
い
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

よ
り
よ
い
ふ
る
さ
と 

”丸
子
“
の
実
現
を
め
ざ
し
て 

町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

町
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

議会であいさつをする堀内町長 
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11
月
19
日
、
武
石
村
中
央
公
民
館
を
会

場
に
、
第
３
回
任
意
合
併
協
議
会
設
立
準

備
会
が
開
催
さ
れ
、
上
田
市
、
丸
子
町
、

真
田
町
、
武
石
村
の
理
事
者
は
じ
め
、
議

会
代
表
や
合
併
担
当
職
員
が
出
席
し
ま
し

た
。 

　
準
備
会
の
冒
頭
で
堀
内
町
長
が
丸
子
町

政
３
期
目
を
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た
り
、

「
合
併
は
明
日
の
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

う
え
で
最
大
の
ま
ち
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス

と
い
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
方
と
し
っ
か
り

論
議
を
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
判

断
材
料
を
提
供
し
な
が
ら
論
議
を
し
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
準
備
会
で
は
、
12
月
24
日
に
任

意
合
併
協
議
会
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
を
決

定
し
た
う
え
で
、
そ
の
協
議
事
項
に
つ
い

て
、
真
田
町
長
・
丸
子
町
長
な
ど
か
ら
合

併
の
方
式
を
新
設
合
併
・
対
等
合
併
に
す

る
か
吸
収
合
併
・
編
入
合
併
に
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
重
要
な
事
項
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
を
最
初
に
協
議
す
べ
き
だ
と
い
う
提

言
が
な
さ
れ
、
合
意
を
得
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
各
市
町
村
か
ら
７
人
ず
つ
選
出

さ
れ
る
任
意
合
併
協
議
会
委
員
の
構
成
や
、

新
市
将
来
構
想
策
定
委
員
会
の
設
置
要
綱

案
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・

武
石
村
任
意
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る

合
意
書
の
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

  　
上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
任

意
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
合
意
書（
案
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
12
月
１
日
現
在
】 

　
21
世
紀
の
こ
の
地
域
の
発
展
と
豊
か
な

住
民
生
活
の
実
現
を
め
ざ
し
、
平
成
17
年

３
月
末
ま
で
の
市
町
村
合
併
を
目
標
に
、

合
併
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
う
と
と

も
に
、
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、

合
併
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行
う
た
め
、

下
記
の
確
認
事
項
を
踏
ま
え
、
「
上
田
市
・

丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
任
意
合
併
協

議
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
。 

 

�
住
民
を
大
切
に
し
た
分
権
型
合
併
を

検
討
す
る 

　
新
市
に
お
い
て
旧
市
町
村
ご
と
の
特
色

が
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う
、
住
民
の
視

点
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

や
住
民
自
治
の
充
実
を
図
る
た
め
、
合
併

後
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
（
規
模
の
拡
大

に
よ
る
効
率
の
向
上
）
を
生
か
し
な
が
ら
、

各
市
町
村
が
積
み
重
ね
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
の
歴
史
・
文
化
・
特
性
に
配
慮
し
た
地

域
の
一
体
的
な
発
展
に
努
め
る
分
権
型
合

併
を
検
討
す
る
。 

�
合
併
の
方
式 

　
任
意
合
併
協
議
会
の
早
い
段
階
に

お
い
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る 

�
近
隣
町
村
に
つ
い
て 

　
本
協
議
会
へ
の
参
加
申
し
入
れ
が

あ
っ
た
場
合
は
、
本
確
認
事
項
お
よ

び
申
し
入
れ
時
点
で
調
整
さ
れ
て
い

る
協
議
結
果
尊
重
を
前
提
に
、
速
や

か
に
４
市
町
村
協
議
を
行
い
、
意
思

決
定
す
る
も
の
と
す
る
。 

�
健
全
財
政
の
堅
持 

　
新
市
に
お
け
る
自
治
能
力
向
上
の

た
め
、
４
市
町
村
は
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
も
の
と
す
る
。 

�
行
政
の
効
率
化
に
つ
い
て 

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
折
、
引
き
続
き
行

政
の
効
率
化
に
務
め
、
合
併
前
に
お
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
行
政
改
革
を
進
め
、
職
員
数

の
増
加
及
び
職
員
給
料
の
増
額
は
行
わ
な

い
も
の
と
す
る
。 

�
新
規
大
規
模
事
業 

　
新
規
大
規
模
事
業
は
、
新
市
の
建
設
を

総
合
的
、
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
新

市
建
設
計
画
に
位
置
づ
け
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
社
会
情
勢
に
鑑
み
、
合
併
前
に
着

手
の
必
要
が
あ
る
箱
物
の
建
設
等
に
つ
い

て
は
、
４
市
町
村
に
お
い
て
協
議
す
る
も

の
と
す
る
。 　合併問題に関して、より多くの町民の皆さ

んのご意見をお聞きするために、12月11日の
海戸区を皮切りに現在町内全26地区を対象に
市町村合併懇談会を開催しています。詳しい
日程は決まり次第広報お知らせ版でお知らせ
していきます。 

　合併対策室では皆さんのご希望により出前
講座も開催します。詳しくは合併対策室まで
お問い合わせください。 

【問】合併対策室　�42-3247　有線24510

▼合併対策室ニュース 

　第3回任意合併協議会設立準備会において、
任意合併協議会の合同事務所の設置につい
て了承されました。この合同事務所の場所は
上田市芳田（大字芳田1817-2）にある東信農
業共済組合上小支所内に設置され、各種事
務事業のすり合わせや任意合併協議会の運営、
情報の収集や提供といった事務にあたります。 

合併懇談会今後の開催予定

1月10日（金） 

１月14日（火） 

１月16日（木）  

１月17日（金）  

１月２０日（月）  

１月２１日（火）  

１月２２日（水） 

１月23日（木）  

１月２４日（金）  

１月２７日（月） 

１月２７日（月）   

１月２８日（火）  

１月２９日（水）  

１月３０日（木）  

下丸子区  

町 組 区  

藤原田区  

上長瀬区  

和 子 区  

平 井 区  

下長瀬区  

辰ノ口 区  

南 方 区  

腰 越 区  

坂 井 区  

荻 窪 区  

石 井 区  

御岳堂区  

下 丸 子 公 民 館  

町 民 セ ン タ ー  

藤 原 田 公 民 館  

上 長 瀬 公 会 堂  

和 子 公 民 館  

平井公民館（戸羽） 

コミュニティセンター下長瀬 

辰 ノ 口 公 民 館  

南 方 公 民 館  

腰 越 公 民 館  

坂 井 公 民 館  

荻 窪 公 民 館  

塩川コミュニティセンター 

中 山 公 民 館  

開　催　日 開  催  区 開　催　場　所 

※全区（２６区）で開催予定   
※時間　午後７時～8時30分 

（12月18日現在） 

大屋駅 

国道18号線 
至東部町 

しなの鉄道 

至上田市街 

至丸子町 

任意合併協議会合同事務所 
（東信農業共済組合上小支所建物内） 
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154,294

4,657
1,574

773 2,933

6,119
38,876 36,560

32,010

143,615

222,483

123,118

　「“介護”といえるのかわからないけれど、周りの人たちのサポートに救われな

がら二人と生活しています。」八日町の小林　芳子さんは98歳のよし子さん、

97歳の建樹さんを介護しています。二人の状態に変化が出てきたのは一年ほど

前からです。 

　建樹さんの腰痛がひどくなってから、介護保険の認定を受け、すぐにベッドを

借り、訪問入浴のヘルパーさんに入ってもらいました。その後、よし子さんが突

然入院。家と病院を行き来していた頃が一番大変だったといいます。現在は、介

護保険の在宅サービスの訪問入浴とベッド貸与とショートステイを利用していま

す。「ひとりでがんばっちゃだめだってわかっていても知らないうちに一人でや

ろうとしていました。でも、ケアマネージャーと具体的な介護の方法やサービス

の内容を相談したり、雑談をしたり、“困ったときは頼めばいいんだ”って思っ

たら安心して気が楽になりました。訪問入浴のヘルパーさんの明るさに支えられ

ています。」 

　芳子さんは二人分の介護は大変だけれど、二人でいることで気持ち的には楽な

気がするといいます。「二人とも明治生まれなのに昔からとても仲がよくて、お互

いが相手をたてていました。今ではお互い耳が聞こえなくなってきていてコミュ

ニケーションがとりにくい状態になっているけれど、二人でいるだけで安心して

いるようです。だから私たちもできるだけ干渉していないんです。」（次回につづく） 

この記事は保健福祉課介護係で選考し取材させていただいています。 

（上丸子） 

小林　芳子さん 

よし子さんと東京にいる娘の吉村千枝さん 

よし子さん、  建樹さん、  芳子さん 

     

平
成
15
年
4
月 

　
　
「
支
援
費
制
度
」
ス
タ
ー
ト 
 

　
こ
れ
ま
で
は
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
い
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
町
が
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
（「
措
置

制
度
」）、
障
害
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

一
部
の
利
用
に
つ
い
て
、
利
用
者
自
ら

が
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
と
契
約
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

　 　
支
援
費
制
度
に
変
わ
る
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

　 注 

（1） 

　
65
歳
以
上
（
特
定
疾
病
に
よ
る
場
合

は
40
歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
障
害
を
お

持
ち
の
方
は
、
介
護
保
険
制
度
の
適
用

が
優
先
さ
れ
ま
す
。 

  

注 

（2） 

　
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
支
給
や

タ
イ
ム
ケ
ア
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
方
法
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
部 

利
用
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。 

 

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に

は
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
介
護
が
ど

の
く
ら
い
必
要
か
ど
う
か
の
認
定
（
要
介

護
認
定
と
い
い
ま
す
。）
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
こ
の
認
定
は
、
専
門
の
調

査
員
が
お
体
の
状
態
を
聞
き
取
り
調
査
し

た
結
果
と
、
主
治
医
の
意
見
書
等
に
よ
り

審
査
会
に
お
い
て
認
定
し
ま
す
。
要
介
護

度
に
よ
り
、
在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
額
や
施
設
を
利
用
す
る
額
が
異
な

り
ま
す
。
丸
子
町
に
住
所
を
有
し
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
969
名
（
平

成
14
年
10
月
31
日
現
在
）
で
す
。 

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は

要
介
護
認
定
が
必
要
で
す

丸
子
町
の
平
成
13
年
度

在
宅
サ
ー
ビ
ス
運
営
状
況

支
援
費
制
度
の 

　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談
は
、 

　
丸
子
町
役
場  

保
健
福
祉
課  

福
祉
係
　 

　
　
　
　
　
電
話
　
4
2
―

１
１
１
８
　 

　
　
　
　
　
有
線
　
2
４
４
７
４
 

　
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
た
い
方
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
）
を
選
ん
で
、
利
用
限
度
額
に
応
じ

て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

か
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
相
談
し
て
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
計
画
に
添
っ
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。 

     

　
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
方
全
体
の
約
７
割
の
方
が
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
保
険
給
付
費
は
平
成
13
年
度
は
約
4
億

5
千
万
円
で
、
平
成
12
年
度
に
比
べ
て
約

126
％
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
下
記
表
参
照
） 

平
成
15
年
4
月
か
ら
第
2
期
介
護 

保
険
事
業
計
画
が
始
ま
り
ま
す 

介護保険についてのご相談・ご意見は、　丸子町役場  保健福祉課  介護係　　電話 42―0015　有線 27652

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

福
祉
用
具
貸
与
・
償
還
払
い
他 

痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護 

訪
問
入
浴
介
護 

居
宅
療
養
管
理
指
導 

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

訪
問
看
護 

訪
問
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
） 

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

通
所
介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
） 

短
期
入
所（
介
護
療
養
型
医
療
施
設
） 

短
期
入
所（
介
護
老
人
保
健
施
設
） 

短
期
入
所（
介
護
老
人
福
祉
施
設
） 
平成12年度 

平成13年度 
保
健
給
付
費 

保
健
給
付
費 

サービス名称 サービス名称 

13,899
4,362 733 452

3,398 5,128
29,926

3,962

131,984

155,967

25,593
7,361

○知的障害者居宅介護支援等事業 
　（ホームヘルプサービス） 
○知的障害者デイサービス事業 
○知的障害者短期入所事業 
　（ショートステイ） 
○知的障害者地域生活援助事業 

○知的障害者更生施設 
○知的障害者授産施設 
○知的障害者通勤寮 
○心身障害者福祉協会が設置す
　る福祉施設 

○児童居宅介護等事業 
　（ホームヘルプサービス） 
○児童デイサービス事業 
○児童短期入所事業 
　（ショートステイ） 

※障害児の施設サービス
は支援費制度に移行し
ません。 

○身体障害者居宅介護支援等事業 
　（ホームヘルプサービス） 
○身体障害者デイサービス事業 
○身体障害者短期入所事業 
　（ショートステイ） 

○身体障害者更生施設 

○身体障害者療護施設 

○身体障害者授産施設 

 

身体障害者関係 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

居
宅
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス 

知的障害者関係 障害児福祉関係 
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　11月23日、24日と丸子町総合グラウンドを会場に

第19回丸子町サッカー大会が開催され、町内在住・在

勤・通学の選手たちが大勢参加しました。今年参加し

たのは小学生の部から一般の部までの総勢30チーム。

寒風吹きすさぶなか、熱戦を繰り広げていました。 

＜大会の結果（優勝チーム）＞ 

・ジュニアの部　なぎさファイター　ラ・ラ・ラ・ラ 

・中学生の部　　丸子北中学校サッカー部 

・一般の部　　　シナノケンシA

　12月1日、「第2回うえだ広域「第九」特別演奏会」が丸子
町文化会館セレスホールで開催されました。この「第九」演奏
会は、上小地域を中心とした近隣市町村の方々が中心となり、
今年の6月19日に合唱団を発足。以来、約半年間練習を重ね、
この日の発表となりました。この日のセレスホールは演奏会を
聴こうと集まった観客で超満員。演奏者と観客が一体となるよ
うなすばらしい合唱と演奏に、観客から惜しみない拍手が贈ら
れていました。バリトン唱者で「第九」の合唱指導を務めた関
口信雄さんは、「今までで最高の第九でした。また丸子の地で
やりたい」と話しました。演奏会の後には、小ホールでレセプ
ションが行われ、演奏会の成功に祝杯があげられました。 

接戦繰り広げられる 

　11月27日、文化会館小ホールで「子供の明日を考え

る集い」が丸子町青少年育成連絡協議会の主催で開催さ

れ、現在の学校週5日制について子供の立場と大人の立

場からそれぞれ意見がだされました。この日は、町内の

各小学校から代表の13名の児童が参加し、学校週5日制

になって「好きなことをやる時間が増えた」、「課外活動

の時間が減ってしまった」などの感想がだされました。

また、親の立場からは「土曜日の仕事も多く、子供の受

け入れる環境がほしい」などの意見が寄せられていまし

大人も子どもも一緒に考えよう 

中央小5年3組の児童がバリアフリーマップを作成 
　12月3日、丸子中央小学校の5年3組の児童が上丸子周辺地

区のバリアフリーマップを作成し、その作成の課程で見つけ

た点字ブロックの壊れた部分を直してほしいという要望を堀

内町長に手紙で手渡しました。このバリアフリーマップは児

童たちが実際に町を歩き、気づいたところを写真に撮りなが

ら作成したもの。この日は、5年3組の代表の羽毛田さん、丸

山さん、滝沢さん、古平さん、大木さんが町長室で地図の作

成過程で気づいたことや「点字ブロックの上のものをおかな

いようにしてほしい」などの感想を町長に伝えました。 

選挙ポスターに点字シール 
　11月17日に執行された丸子町長選挙では、町長選挙など

ではじめて選挙ポスターに視覚障害者のための点字シールを

貼る試みがなされました。これは選挙ポスターに各候補者の

氏名を点字で打った透明なシールを貼ったもので、上田市の

ボランティア団体「マリアテレサピースフレンズ」が視覚障

害者の方にも選挙をもっと身近で感じてほしいという願いか

ら製作したもの。各候補者もこの要望に応え実現しました。

関係者は、小中学校の生徒にもこういった活動に関心を持っ

てほしいと話していました。 

唄おう！  歓びの歌を！ 

　12月6日、文化会館セレスホールで、「ふれあい・人権の集い 
2002 in 丸子」が開催されました。この人権の集いは、町民一人一
人が人権問題を自分自信の課題ととらえて、人権を尊重し差別のな
い明るい丸子町の実現をめざすことを目的として開かれたもの。こ
の日は、応募された人権啓発作品の発表が行われ、丸子北小学校4
年の関千夏さん、塩川小学校6年橋詰来夢さん、丸子中学校2年の
尾美ゆか里さん、丸子北中学校3年藤森千歌さんが作文を読みました。
北小学校の関さんは、自分を助けてくれた友達への感謝の気持ちを
作文で読み上げました。このあと、作家の落合恵子さんの「いま人
権から…命の感受性」と題する記念講演が行われました。 

人権について考えよう 

　12月8日、信州国際音楽村ホールこだまで、第12回依田窪合唱祭が開
催されました。毎年年末の恒例となった依田窪合唱祭ですが、今年10団
体が参加して、ホールは美しい歌声を聞くために訪れた聴衆で満席にな
っていました。この日歌われたのはどの曲も、どこかで聞いたことのあ
るなじみのある曲や、心踊るような楽しい曲など様々。また、町内の小
学校からは丸子中央小学校の合唱クラブが参加しＮＨＫの大会で歌った
課題曲などを歌いそのすばらしいハーモニーに訪れた人々も真剣に聞き
入っていました。 

響き渡るハーモニー 

※町の話題はインターネットのホームページでもご覧いただけます。アドレスはhttp://www.maruko-town.ne.jp/yakuba/index.htm

～子供の明日を考える集い～ 

～第19回丸子町サッカー大会～ 

～第2回うえだ広域「第九」特別演奏会～ 

～ふれあい人権の集い in 丸子 2002～ 

～第12回依田窪合唱祭～ 

各候補者のポスターに貼られた点字シール 

多くの人が公演を聴こうとセレスホールを訪れました 

演奏会の成功を祝う出演者の方  々
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お
い
し
い
水
の
条
件 

　
近
年
お
い
し
い
水
が
ブ
ー
ム
と
な
り
、

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
浄
水
器
の
著
し

い
普
及
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

　
表
は
町
の
水
道
水
と
名
水
と
を
比

較
し
た
も
の
で
す
。 

　
微
生
物
に
係
る
基
準
に
差
が
み
ら
れ

ま
す
。人
に
対
し
て
健
康
被
害
を
与
え

る
可
能
性
の
あ
る
病
原
微
生
物
は
多
様

で
す
が
、水
を
介
し
て
伝
播
す
る
も
の

は
主
に
腸
管
系
微
生
物
で
、こ
の
た
め

現
行
の
水
質
基
準
で
は
、糞
便
性
汚
染

指
標
及
び
現
存
量
指
標（
塩
素
消
毒
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
の
判
定
指
標
）

と
し
て
、「
大
腸
菌
群
」及
び「
一
般
細
菌
」

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
塩
素
臭
は
お
い
し
い
水
の
大
敵
と
と

ら
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、衛
生
的
安
全

性
の
確
保
に
は
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
、

水
道
法
で
残
留
塩
素
量
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
名
水
や
浄
水
器
を
通
し
た
水
道
水
、

汲
み
置
き
し
た
水
道
水
な
ど
は
塩
素
に

よ
る
殺
菌
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
か

ら
、早
め
に
使
い
切
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

語り尽せない魅力があります 
富岡　正人さん 御嶽堂 

　今月ご紹介するのは、11月に行われたキャスティン

グの日本選手権でみごと準優勝に輝いた富岡正人さん

です。 

　キャスティング競技といわれてもまだ馴染みがない

かもしれませんが、ルアーフィッシングやフライフィ

ッシングにおけるキャスティング（投げ釣り）をスポ

ーツに特化させて競技化したもので、その歴史は古く

欧米では100年以上の歴史があり、日本でもここ数年

競技人口が増えてきているそうです。 

　実際の競技では水上ではなく芝生の上で、特定のま

とにおもりを当てたり、どこまで遠投できるかを競う

そうです。富岡さんは、今回の日本選手権では"スピニ

ング正確度"という部門で銀メダルを獲得しましたが、2年前の選手権大会では遠投部門で非

公式ながら日本記録となる70m超の記録で優勝した経験もあります。 

　「まだまだ、知られていない競技なので、みんなにもこういうスポーツがあることを知っ

てほしい」とキャスティングの魅力を話す富岡さん。いつかこのキャスティング競技が正式

にオリンピック競技になる日をめざし、日々の練習を欠かさないそうです。 

丸子町の下水道と上田・小県地方の名水との比較 

気温（℃） 
水温（℃） 
硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 
塩素イオン 
有機物等（KMn04消費量） 
一般細菌（コ／ml） 
大腸菌群（定性） 
PH値 
臭気 
色度（度） 
濁度（度） 
硬度（CaCO3mg/l） 
蒸発残留物 
標高（m） 

3.5 
5.9 
0.5 
5.8 
0.5 
0 

陰性 
6.7 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
20 
61 
564

3.5 
9.1 
0.2 
8.7 
2.1 
0 

陰性 
7 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
42 
98 
785

11 
15.5 
9 

19.8 
1 
3 

陽性 
5.6 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
95 
235 
460

9 
11.5 
1.1 
2.2 
0.8 
1 

陰性 
7.5 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
46 
93 
630

8.5 
11 
0.2 
1.3 
0.5 
1 

陰性 
6.8 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
76 
127 
870

8 
10.6 
0.7 
2.8 
1.8 
5 

陽性 
7.1 

異臭なし 
4 
0.8 
15 
46 
730

10 
14.6 
1.8 
5.1 
0.6 
2 

陰性 
7.1 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
70 
171 
630

3 
8.8 
0.2 
0.5 
0.4 
0 

陰性 
7.4 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
17 
59 

1170

3 
8.4 
0.3 
1.2 
0.6 
1 

陰性 
7.1 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
16 
41 

1250

6 
14.4 
＜0.1 
0.7 
0.5 
0 

陰性 
7.6 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
57 
135 
700

4 
10.1 
0.4 
0.7 
0.8 
0 

陰性 
7.1 

異臭なし 
＜1 
＜0.1 
11 
37 
860

丸子町水道 
（腰越浄水場） 

丸子町水道 
（鹿教湯浄水場） 

保命水 
（上田市柳町） 

山田神社 
（上田市山田） 

修那羅の泉 
（上田市上室賀） 

一杯清水 
（真田町曲尾） 

片羽八幡水 
（東部町片羽） 

黒耀の水 
（和田村） 

接待の水 
（和田村接待） 

滝の沢 
（長門町滝の沢） 

福寿の水 
（武石村唐沢） 

採取場所 

検査項目 

※社団法人上田薬剤師会の行ったH14 名水水質調査データから転載 

  1月  1日　元旦マラソン 
　　 11日　新年祝賀式 
　　 13日　消防団出初め式 
　　 14日　成人式 
　　 18日　西内小でお魚フェスタ 
  2月27日　みんなの人権セミナー 
  3月18日　中学校卒業式 
　　 19日　小学校卒業式 
　　 26日　保育園・幼稚園卒園式 
  4月  2日　保育園・幼稚園入園式 
　　　3日　中学校入学式 
　　　4日　小学校入学式 
　　　7日　消防団辞令交付 
　　 13日　「丸子ベルパーク」開園 
　　 29日　第15回丸子町小学生陸上競技大会 
  5月  3日　町制施行90周年記念少年野球教室 
　　 11日　町長杯中学野球大会 
  6月  1日　信州ルネッサンスふれあい2002（～2日） 
　　　8日　第18回鹿教湯温泉健康まつり 
　　 23日　ポンプ操法・ラッパ吹奏丸子大会 
  7月  4日　エンパワーメントセミナー開催 
　　　7日　ポンプ操法・ラッパ吹奏上小大会 
　　 27日　1000万人ラジオ体操祭 
　　 28日　第19回依田窪水泳大会 
  8月  3日　丸子実校野球部県大会準優勝 
　　　　　　ブルームフィールド市訪問団来町 
　　　　　　町民まつり「丸子ドドンコ」 
　　　5日　納涼花火大会 
　　　7日　ブルームフィールド市中学生とのスポーツ交流会 
　　　8日　町制施行90周年記念式典 
　　　　　　町制施行90周年記念誌「和音」発刊 
　　 12日　歩行者天国「花市」 
　　 18日　第7回信州爆水RUN in 依田川 
  9月  1日　長野県知事選挙投票日 
　　 14日　げんきまるこ・産業フェア（～15日） 
　　 29日　いきいきフェスティバル2002 
10月  6日　まるこ国際交流フェスティバル2002 
　　　　　　町長杯少年野球大会 
　　 11日　健康ウォーキング講習会 
　　 14日　第23回町民体育祭 
　　 19日　第16回消費生活展 
　　 20日　第10回セレスピアノリレーコンサート 
　　 24日　丸子町総合美術展 
11月  3日　第21回町民芸能祭 
　　 10日　第43回丸子町駅伝大会 
　　 17日　丸子町長選挙 
　　 23日　第19回丸子町サッカー大会（～24日） 
　　 27日　子供の明日を考える集い 
12月  1日　第2回うえだ広域「第九」特別演奏会 
　　　2日　町長初登庁 
　　　6日　「ふれあい・人権の集い2002」in　丸子 
　　 28日　消防団年末夜警町内巡視 

平成１４年の広報から町の動きや出来事を振り返りました。 平成１４年の広報から町の動きや出来事を振り返りました。 

4月13日　丸子ベルパークオープン 

6月1日　信州ルネッサンス2002

5月3日　町制施行90周年記念 
少年野球教室 

7月27日　1,000万人ラジオ体操 

8月8日　町制施行90周年記念式典 

9月14日・15日　げんきまるこ・産業フェア 
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　このコーナーでは、「広報まるこ」に関す
るアンケートでお寄せいただいたご意見、ご
質問にお答えしています。 
 

Q.3ヶ月に1回の発行でいいと思うのですが… 
 

A.現在、広報まるこはひと月に一回、年12回
発行しています。この発行間隔はなるべく
短いほうがいいのですが、現状では情報収
集や編集など多くの手間がかかるため、月
1回の発行となっております。いただいた
ご意見のように数ヶ月に1回ぐらいのペー
スでもよいのではというご意見もいただく
のですが、日々変わり行く町政の状況を皆
様に的確にお伝えしていくためには、最低
でも月1回の発行は必要だと思われますの
でご理解をお願いします。 
 

広報アンケートに寄せられた 
　　　　　ご質問にお答えします 

Ｑ Ａ 
 

Ｑ Ａ 
 

Ｑ Ａ 
   

【
問
】丸
子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
�
43
―
２
１
３
１
　
有
線 

２
４
８
１
１ 

乳 幼 児 健 康 診 査 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�ところ：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

1月10日（金） 
1月31日（金） 
1月17日（金） 
1月14日（火） 
1月24日（金） 

平成14年8月7日～9月5日生 
平成14年3月生 
平成14年7月生 
平成12年12月生 
平成11年12月生 

実施日 時　間 場　所 
1月20日（月） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】　保健センター　�42-1117　有線2-4483

  1日 うえだ広域「第九」コンサート 
  6日 「ふれあい・人権の集い」 in 丸子 
  8日 解放センターまつり 
21日 金子図書館クリスマス会 
28日 消防団年末夜警町内巡視 

  1日 元旦マラソン 
  6日 仕事始め 
10日 新年祝賀式 
11日 柔剣道教室鏡びらき 
12日 消防出初め式 
13日 成人式 

1月は 「はたちの献血」キャンペーン 
  
  1日 元旦 
  7日 七草 
10日 110番の日 
17日 防災とボランティアの日 
26日 文化財防火デー 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

あたたかい心 

◎山口義雄  様　介護用品　◎成沢丸伊  様　介護用車いす 
◎真山泰男  様　250,000円　◎東京丸子会  様　100,000円 
◎丸子町商工会女性部  様　20,000円 
◎中丸子地域ふれあいの会  様　55,948円 
（中丸子区、中丸子ときわ会、大正琴中丸子婦人クラブ、ベルプラザ、さうんど
川上ほか第4回ふれあいチャリティーコンサート後援共催団体の方々、出演
団体や聴衆の皆さん） 

◎丸子ゴルフ同好会  様　60,000円　◎上原音楽事務所  様　150,000円 
以上、社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 
  
◎田中晃子  様　国際交流フェスティバルのバザー収益　65,000円 
◎関　建好  様　図書券20,000円 
◎株式会社キャステク  様　社会福祉のため電気毛布１０枚 
以上町にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 
  
◎土屋経一郎  様　竹とんぼ　210本 
以上保育園、幼稚園にご寄付いただきました。 

平成14年度　上田税務署管内　中学生の税に関する標語入賞作品 

・上田税務署長賞 
　『税金は　社会と地球を　守る盾』 丸子中1年 斎藤　純さん 
　『国民の　くらしを守る　消費税』 丸子北中3年 谷仲　悠佳さん 
・上小・更埴租税教育推進協議会会長賞 
　『国民を　陰で支える　税金が』 丸子中1年 山岡　卓弥さん 
　『税金は　豊かな暮らしの　第一歩』 丸子北中3年 依田　かおりさん 

『12月31日　工業統計調査』実施します。 

　製造事業所の皆様には、毎年、『工業統計調査』、『輸出生産実態調査』に
ご協力頂き、ありがとうございます。調査員が皆様のもとへ伺いますのでよろし
くお願いいたします。　　　　　　　　　 
　経済産業省・長野県・丸子町　http://www3.pref.nagano.jp/

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。 
【申込・問】役場企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
1月の内容［　市町村合併について　］ 

『丸子町行政情報番組』 

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

丸子消防署に新型ポンプ車を配備 

　12月24日、丸子消防署に新型ポンプ車が配備されました。 
 このポンプ車は、旧車両の更新による導入で、3トンの車体であり、東信地区で
はこの大きさの車両として、初めて700�の水を積載しており、林野火災等に威
力を発揮すると共に、大型車両の進入が困難な場所へも進入ができます。また、
長野県緊急消防援助隊の指定車両でも
あり、大規模な災害が発生した際には関
東甲信地区に出動する場合もあり、被災
地での消火、生活用水の供給にも効果
が期待できます。 
　このほかに、４輪駆動、ＡＢＳ付き、ホー
スカーの補助動力装置、資機材保護の
ため全面シャッター取り付けなど、安全面
を重視した車両となっています。 配備された新型ポンプ車 

多胎児家族のつどい 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い
ビィーンズ 

平成15年 
 1月15日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前9：30～10：00 
�実施時間：午前10：00～12：00 
�ところ：保健センター 
 

実施日 対　象　者 場　所 
1月  9日（木） 平成13年12月・14年1月生 保健センター 

おたんじょう相談 
�受付時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

音
楽
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賞
用
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や
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セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
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全
て
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袋
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て
く
だ
さ
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た
だ
き
、ビ
ニ
ー
ル
部
分
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク・

ゴ
ム
類
、箱
の
部
分
は
そ
の
他
の
紙
紙
と
し
て
資
源
回
収
所
へ

お
出
し
下
さ
い
。燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
方
も
い

ま
す
が
、リ
サ
イ
ク
ル
に
回
せ
ま
す
の
で
ご
み
減
量
化
に
ご
協

力
下
さ
い
。 



広報まるこ  2003/1

（14） 

広報まるこ  2003/1

（15） 

お問い合わせは　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

　人生を豊かにするものはたくさんありますが、健康もそのひとつです。健
康であればこそ、いきいきと輝いた毎日を送ることができます。 
　町では今年度も国民健康保険加入者で3年連続または一年間（平成13年4月
1日～平成14年3月31日）一度もお医者さんにかからなかった世帯に健康であ

ったことをお祝いして、記念品を贈りました。 
　記念品を受領された世帯のみなさまは、日頃から健康に留意されてお医者さんにかからなかったのはも
ちろんですが、国民健康保険税も良好に納めていただきました。 

※節約できた医療費 
　平成13年度一人当り医療費 

 　　　395,803円×140人＝55,412,420円 

　家族構成はお父さん・剛さん、お母さん・民子さん、
小学5年生・和也君、小学１年生・峻汰君、おじいちゃん・
正昭さん、おばあちゃん・悦子さんの6人家族です。今は、
おじいちゃん、おばあちゃんは社会保険ですが、お勤め
の期間が終了すると国保に加入するようになります。 

元気で活発な男の子を育てているお母さんに日頃の様子を
お聞きしました。 
  
問：元気ざかりのお子さん達ですが、一年間病気やけがな
どしないでお過ごしいただけましたね。 

答：ふだん特に何もやっていませんがこども達には厚着を
させずに薄着でいるように心がけています。 

問：他に何か気をつけていることはありますか。 
答：こども達には好き嫌いなく、何でも食べ、寒くてもで

きるだけ外で遊ぶように育てています。 
 
　まだまだ現役で働くおじいちゃん、一家の担い手お父さ
ん、家族の健康を支える食事づくりは、おばあちゃんとお
母さん野球などスポーツの大好きな和也君と峻汰君、これ
からも元気いっぱいで勉強に遊びにお過ごしいただければ
と思い高野さん宅を後にしました。 

◆健康家庭の中から腰越にお住まいの 
　　　 高野剛さんのご家族をご紹介します 

連続無受診15年記録更新中 

無　受　診 世帯数 人  数 
うち70歳以上 

3年以上連続 
1 年 間  
合 計  

21 
97 
118

24 
116 
140

13 
29 
42

健康家庭の世帯数と人数 

右から和也君と峻汰君 

★クリーンセンター焼却手数料（持ち込み）改定について 

　日ごろは資源物の分別、ごみの減量化等にご協力いただきありがとうございます。 
 9月19日にごみ焼却施設のダイオキシン類等測定を実施した結果、1号炉、2号炉共に厚生省の定める基準値を下回る良好な
結果となりました。 

　10月の上田広域連合議会において焼却手数料（持ち込み）条例が次の通り改正されましたのでお知らせします。 

区　　　　分 

家庭系一般廃棄物 
 
事業系一般廃棄物 

焼　却　手　数　料 

（基本料金）20キログラムまで　　100円 
（超過料金）10キログラムにつき　  50円 

（基本料金）20キログラムまで　　200円 
（超過料金）10キログラムにつき　100円 

一般廃棄物 

区　　　　分 焼　却　手　数　料 

（基本料金）20キログラムまで　　400円 
（超過料金）10キログラムにつき　200円 
（1キログラムあたり20円） 

　　調　査　場　所 

1号炉BF出口（排気ガス） 

2号炉BF出口（排気ガス） 

　　ダイオキシン類濃度 

0.036ng-TEQ／立方メートル 

0.025ng-TEQ／立方メートル 

※単位ナノグラム（ng）=10億分の1グラム 
（注）現在当施設における厚生省基準値は、 
5ng-TEQ／立方メートル以下です。 

【改正内容】 

平成15年4月1日 
 

不法投棄！しない、やらせない、見逃さない 
 【問】丸子クリーンセンター　　�43-2131　有線24811

【施行日】 

（1）改正前 

（2）改正後 

　７月から募集していました「明るい選挙推進啓発ポスター・標語」にポスター３０点、標語３点の応募をいただきました。 
 なお、啓発ポスターで最優秀賞に選ばれた井出英梨香さんの作品は長野県選挙管理委員会主催の明るい選挙啓
発ポスターコンクールで三位を受賞されました。 

【最優秀賞】 【優秀賞】 【優秀賞】 

〈啓発ポスター〉 〈啓発標語〉 

西内小学校３年 
西内小学校３年 
北小学校５年 
西内小学校３年 
西内小学校３年 

佐藤　真実さん 
両角　沙穂里さん 
山岸　恵さん 
黒岩　結衣さん 
我山　遥さん 

優　良　賞 

佳　　　作 

【
最
優
秀
賞
】 

 

　
「
澄
み
切
っ
た
　
子
の
目
濁
す
な
　
こ
の
一
票
」 

丸
山
　
け
さ
え
さ
ん 

【
優 

秀 

賞
】 

 

　
「
責
任
を
　
果
た
せ
る
人
に
　
先
ず
一
票
」 

北
沢
　
貞
子
さ
ん 

【
佳
　
　
作
】 

 

　
「
参
画
社
会
へ
の
一
歩
は
　
ま
ず
投
票
か
ら
」 

本
間
　
陽
子
さ
ん 

中央小学校６年 
井出　英梨香さん 

中央小学校６年 
若林　優太さん 

中央小学校６年 
花岡　亜希さん 

発生した灰を固形化して処理する装置 
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◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

※このコーナーへの
　ご意見ご感想をお
　待ちしています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り（
同
和
対
策
課
） 

 
　
丸
子
町
解
放
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
７
７

（
昭
和
52
）
年
に
開
館
し
て
以
来
、
部
落

差
別
を
は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
た
め
の
啓
発
や
学
習
を
す
る

拠
点
と
し
て
の
隣
保
館
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。 

　
隣
保
館
活
動
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

地
域
交
流
促
進
講
座
と
生
活
相
談
事
業

等
が
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
交
流
促
進
講
座
で
は
、「
ふ
れ
あ

い
お
楽
し
み
会
」
、「
料
理
教
室
」、「
フ

ラ
ワ
ー
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
」、「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」、「
親
子
で
楽
し
む
学
習
会
」

等
を
開
催
す
る
な
ど
近
隣
地
域
住
民
相

互
の
学
習
・
交
流
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

　
生
活
相
談
事
業
で
は
、
生
活
、
健
康
、

福
祉
、
就
労
、
教
育
、
住
宅
等
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
相
談
者
に
必
要
な
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
マ
ン
ド
リ
ン
や
朗
読
等
の
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
ほ
か
、

最
近
で
は
、
調
理
室
、
多
目
的
利
用
室

の
増
築
に
よ
り
、
社
会
福
祉
団
体
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
労
働
組
合
等
の
学
習
会
や
交
流

会
等
も
積
極
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
地
域
社
会
全
体
の
中
で
福

祉
の
向
上
や
人
権
啓
発
の
住
民
交
流
の

拠
点
と
な
り
、
町
民
だ
れ
で
も
利
用
で

き
る
開
か
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
生
活
上
の
各
種
相
談
や

人
権
・
同
和
問
題
の
速
や
か
な
解
決
の

た
め
の
各
種
事
業
に
総
合
的
に
取
り
組

み
ま
す
。 

 

【
問
】
同
和
対
策
課
　
�
42
―
６
６
９
４
　
有
線
２
―
４
６
１
６ 

　
12
月
８
日
、
”ふ
れ
あ
い
・
人
権
の
集
い
２
０
０
２
in
丸
子
“の

一
環
と
し
て
各
種
催
し
物
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
マ
ン
ド
リ
ン
、
舞
踊
、
歌
、
紙
芝
居
、

演
歌
と
多
彩
な
発
表
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
席
が
一
体
と

な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
そ
ば
打
ち
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
希
望
者
の
参
加
に
よ
る
手

打
ち
そ
ば
体
験
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
手

打
ち
新
そ
ば
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
解
放
セ
ン
タ
ー
主
催
の
各
種
講
座
等
の
作
品
展
、
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談
、
自
分
で
着
色
す
る
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ
く
り
、

昔
懐
か
し
い
遊
び
等
を
通
じ
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ

が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
次
回
開
催
時
に
は
、
よ
り
大
勢
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
催
し
物
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

●あなたは、男の子と女の子のしつけや教育、生活習慣についてはどう思われますか。 
どちらか選んでください。 

1. 
 
 
 
 

2. 
 

男女の役割分担を考えて、男の
子と女の子は区別して、それぞ
れの性に応じたしつけや教育
をする方がよい 
 
自立するために、男の子も女の
子も性による区別はせず、同じ
ようなしつけや教育、生活習慣
をする方がよい 

●あなたは、一般的に子どもがどのように育ってほしいと思いますか。 
　次の中から男の子の場合、女の子の場合それぞれ２つまで選んでください。 

1. 
2. 
 

3. 
4. 
5. 
6. 
7. 
 

経済的に自立ができるように　　　 
自分の身の回りのことは自分ででき
るように 
何事にも積極的に取り組めるように 
責任感を持てるように 
社会に役立つように　　　　　　　
やさしく思いやりがあるように　　
本人の個性や才能を生かせるように 

100 

80 

60 

40 

20 

0

（％） 

1 2 3 4 5 6 7
（回答NO.） 

全体　　女性　　男性 

将来男の子に望むこと 

　将来男の子に望むことは、「経済的自立ができるように」
が、52.4%と最も高く、続いて「責任感を持てるように」
が45.1％となっています。女の子に望むことは、「優しく
思いやりがあるように」が63.0%と最も高く、「自分の身
の回りのことは自分でできるように」が29.8パーセント
と続いています。 

100 

80 

60 

40 

20 

0

（％） 

1 2 3 4 5 6 7
（回答NO.） 

全体　　女性　　男性 

将来女の子に望むこと 

教育の男女の区別 

　男の子と女の子のしつけや教育、生活習慣について区別すると答えた人
は、17.5％、区別しないと答えた人は、76.6％となっています。 

0 20 40 60 80 100

詩　紹介 
そ
れ
ぞ
れ
の
光 

 

　
　
　
　
　
丸
子
北
中
学
校
２
年
　
倉
澤
　
実
香
子 

夜
空
を
見
上
げ
る
と 

た
く
さ
ん
の
星
た
ち
が 

そ
れ
ぞ
れ
の
光
を
放
ち 

他
の
星
た
ち
と 

”星
座
“

 

を
作
り
あ
げ
る 

私
た
ち
だ
っ
て
同
じ
だ 

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ 

 

”仲
間
“

 

を
作
り
あ
げ
る 

星
た
ち
に
同
じ
星
が
な
い
よ
う
に 

私
た
ち
に
も
同
じ
人
は
い
な
い 

　
言
葉
の
違
い 

　
性
格
の
違
い 

　
目
の
色
の
違
い 

　
髪
の
色
の
違
い 

み
ん
な
に 

”ち
が
い
“

 

が
あ
っ
た
っ
て 

そ
れ
を 

”豊
か
“

 

に
す
る
こ
と
は
で
き
る
か
ら 

だ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
ち
が
い
と
い
う 

”光
“

 

を
　 

大
切
に
し
て
い
き
た
い 

詩　紹介 
女
性
プ
ラ
ン
映
画
会 

 

　
去
る
11
月
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
女
性
プ
ラ
ン
映
画

『
ユ
キ
エ
』
は
、
４
０
０
余
名
の
方
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

�
夫
婦
愛
の
姿
に
感
動
し
た
。
痴
呆
の
人
を
持
つ
家
族
の
苦

悩
が
よ
く
わ
か
っ
た
。 

�
夫
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
闘
う
妻
を
受
け
入
れ
て
、
自

宅
で
二
人
で
暮
ら
し
て
い
く
。
夫
婦
の
あ
り
方
や
家
族
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。 

�
重
い
テ
ー
マ
な
の
に
後
味
の
良
い
映
画
だ
っ
た
。 

等
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会

と
い
う
も
の
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。 

り
ん  

ぽ 

52.452.4
51.251.2
54.354.3

23.123.1
28.528.5

15.315.3
20.520.5
20.720.7
20.320.3

45.145.1
43.943.9
46.946.9

8.18.1 7.57.5 9.19.1

15.215.2
14.114.1
16.716.7 18.618.6

19.019.0
17.917.9

21.721.7
24.524.5

17.717.7

29.829.8
31.631.6
27.327.3

14.914.9
15.115.1
14.614.6

22.022.0
23.723.7

19.619.6

5.35.3 5.15.1 5.55.5

63.063.0
59.859.8

67.767.7

23.623.6
23.523.5
23.723.7

52.4
51.2
54.3

23.1
28.5

15.3
20.5
20.7
20.3

45.1
43.9
46.9

8.1 7.5 9.1

15.2
14.1
16.7 18.6

19.0
17.9

21.7
24.5

17.7

29.8
31.6
27.3

14.9
15.1
14.6

22.0
23.7

19.6

5.3 5.1 5.5

63.0
59.8

67.7

23.6
23.5
23.7

全体 

女性 

男性 

区別する　　 区別しない　　 無解答 

17.5％ 

14.6％ 

21.8％ 

76.6％ 

80.0％ 

71.8％ 

5.9％ 

5.2％ 

6.4％ 
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★町県民税　4期（1月31日） 
★国保税　7期（1月6日）　　8期（1月31日） 
★上下水道使用料　10・11月分（1月31日） 
★介護保険料　5期 
 
 
 
★年金相談 
　1月23日（木）10：00～12：00　13：00～15：00 
　役場第6会議室 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談 
1月8日（水）　18日（土）　28日（火）  9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線24821 

★巡回ハローワーク 
　1月17日（金）　�23－8609 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★ふれあい相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 
★ヤングテレフォン 
　�026－232－4970

な
が  

い 

み
つ   

え 

た
か  

ぎ  

け 

さ  

お 

い 

の 

ぐ
ち 

し
げ   

お 

く
さ   

ま  

し 

ず  

い 

ふ
か   

い
　  

け 

さ  

よ 

み
や  

は
ら 

と
み   

こ 

な
お   

い 

の
ぶ  

ゆ
き 

 

し  

み
ず 

か
つ  

な
が 

お
く  

ぼ
り 

と
き   

お 

 

こ  

や
ま  

ま 

す  

こ 

た
か  

は
し  
は 

つ  

い 

 

こ  

や
ま  

し 

げ  
こ 

た
き  

ざ
わ 

け
い   

じ 

 

く 

ぼ  

た  

さ 

わ  

と 

ほ
り  

う
ち 

せ
い 

　
じ
ゅ
う 

納税は便利は口座振替を 

図書館だより  
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提
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も
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新
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ス
ト
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ら
れ 

上
丸
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土
屋
　
勲
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た 

心
へ
愛
の 

炭
を
つ
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上
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佐
藤
　
崇
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社会教育課　�42-3147　有線24722 鹿教湯温泉観光協会　�44-2331

信州国際音楽村　�42-3436

�東内・西内コース 
　1/7（火）　1/21（火）　2/4（火） 

�腰越・依田コース 
　1/9（木）　1/23（木）　2/6（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　1/17（金）   1/28（火）   2/14（金） 

�塩川・藤原田コース 
　1/16（木）   1/30（木）   2/13（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　1/15（水）   1/29（水）   2/12（水） 

あおぞら号巡回日 ～～～ 

今月の一冊 

宮下常雄写真集 
信州風景色 

著／宮下常雄 
発行所／株式会社プラルト 

〈新刊本の紹介〉 

本館 
暖炉、薪ストーブを楽しむ  ニューハウス出版
生きるのが楽しくなる15の習慣 日野原重明 講　談　社  
食べるな、危険！ 日本子孫基金 講　談　社  
歌は心でうたうもの 船村　　徹 日本経済新聞社 
速読法と記憶法 栗田　昌裕 ベストセラーズ 
覘き小平次 京極　夏彦 中央公論新社 
マンゴー・レイン 馳　　星周 角 川 書 店  
海猫 谷村　志穂 新　潮　社   

あおぞら号 
百歳人生の贈り物 飯田　深雪 海　竜　社  
夢将軍頼朝 三田　誠広 集　英　社  
剣鬼宮本武蔵 早乙女　貢 新人物往来社 
世界ウルルン滞在記  ＴＢＳサービス 
鬼女の花摘み 平岩　弓枝 文 芸 春 秋  
黒焦げ美人 岩井志麻子 文 芸 春 秋  
男には男の家事がある 沖　しげる プレジデント社 

金子図書館�42－2414 
　休館/月曜・祝日・月末日 

※1月のおはなし会は1月18日（土）です。 
※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができ 
　ます。アドレスは、http://www.echol.gr.jp
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と　き◆15年  1/13（月）祝  成人の日 
場　所◆丸子町文化会館　セレスホール 
時　間◆受付 10時15分～  
 式典 11時～12時  
 記念撮影 12時～13時  

対象者◆昭和57年4月2日～ 
　　　　　　　　　　58年4月1日生まれ 
 

平成15年 

丸子町成人式が行われます。 日　時◆平成15年1/26（日） 開演14：00  
場　所◆ホールこだま 

出　演◆春風亭昇太、春風亭柳太郎 

   春風亭鯉昇、雷門花助 

入場料◆一般2,000円　会員1,500円 

   小・中学生　1,000円 

 　　　 （当日は500円増し）（抽選でお年玉） 

恒例　新春寄席 

期　間◆12/28（土）～2/11（火） 
　　　　夕暮れから3時間ほど 

場　所◆五台橋から文殊堂周辺 

きらめき冬紀行 
～氷灯篭に誘われて幻想的な光の世界へ～ 
氷燈篭は、五台橋から文殊堂の境内へと続きます。 
 雪明りの道をたどると、そこは冬の幻想的な世界。 

金井　健二 
青木　太一 
大宮　智美 
関　真菜美 
島田　　学 
滝沢　　聖 
春原　幸彦 
森川　達矢 
羽田　直幸 
西脇　　愛 

杉沢　勇太 
山岸　　渚 
金井咲有美 
倉沢香緒里 
斉藤　康治 
西澤　朋直 
掛川　拓弥 
島田　智也 
阿部　裕喜 
松井　淳志 

滝沢　好美 
宮下えりか 
但馬　千春 
竹内　涼子 
望月　達矢 
白井　政孝 
堀内　孝幸 
甲田　　智 

《1月号追加分》 

�
ア
メ
リ
カ
で
の
ハ
イ
テ
ク
投
票  

 

　
11
月
５
日
（
火
）
、
ア
メ
リ
カ

で
も
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
投
票

す
る
項
目
は
、
上
院
・
下
院
の
国

会
議
員
、
州
知
事
、
裁
判
官
の
審

査
、
州
法
改
正
、
主
な
政
策
の
住

民
投
票
な
ど
、
な
ん
と
全
部
で
27

項
目
。
日
本
と
違
い
、
マ
ー
ク
シ

ー
ト
（
投
票
し
た
い
項
目
欄
を
黒

く
塗
り
つ
ぶ
す
）
式
の
大
き
な
投

票
用
紙
１
枚
で
す
べ
て
の
投
票
を

し
ま
す
。
各
投
票
所
で
は
、
記
入

さ
れ
た
投
票
用
紙
を
読
み
取
り
機

に
読
ま
せ
て
い
く
こ
と
で
投
票
し
、

誰
に
投
票
し
た
か
の
デ
ー
タ
を
本

体
内
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
に
随
時

記
憶
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
開
票
で

は
、
そ
の
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
を
す

べ
て
集
め
、
た
っ
た
１
台
の
パ
ソ

コ
ン
で
集
計
し
て
お
し
ま
い
で
す
。

投
票
用
紙
は
数
え
ま
せ
ん
。「
開

票
作
業
」
は
わ
ず
か
数
人
で
、
小

さ
な
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
し
た

（
写
真
）。
日
本
の
、
多
人
数
で

手
作
業
で
票
を
分
け
る
開
票
作
業

と
比
べ
る
と
違
い
が
お
も
し
ろ
い

で
す
ね
。
で
も
マ
ー
ク
シ
ー
ト
に

よ
る
投
票
も
今
で
は
古
い
部
類
。

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
不
在

者
投
票
だ
け
は
パ
ソ
コ
ン
画
面
上

で
投
票
し
て
い
ま
し
た
。
投
票
方

法
は
郡
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
決

定
で
き
る
そ
う
で
、
す
べ
て
の
投

票
を
パ
ソ
コ
ン
画
面
上
で
行
っ
た

郡
も
あ
る
そ
う
で
す
。
マ
ー
ク
シ

ー
ト
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
投
票
と

も
、
開
票
作
業
の
合
理
化
と
と
も

に
、
無
効
票
・
疑
問
票
を
な
く
す

の
に
効
果
絶
大
だ
そ
う
で
す
。
で

も
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
投
票
は
、
設

備
に
た
い
へ
ん
な
お
金
が
か
か
る

た
め
、
す
ぐ
に
は
導
入
で
き
な
い

ん
だ
そ
う
で
す
。 

　
10
月
よ
り
町
職
員
の
箱
山
和
志
主
事
が
丸
子
町
と
友
好
都
市
の
関
係
に

あ
る
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市
郡
に
研
修
に
い
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
月
号
か
ら
数
回
に
渡
り
、
丸
子
町
職
員
が
見
た
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
市
郡
の
行
政
の
IT
事
情
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

パソコンによる集計作業 
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